
 

  

週報
し ゅ う ほ う

     
 

降誕前
こうたんぜん

 第
だい

6主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

 

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたで

もご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をして頂
いただ

けます》 
 

前奏
ぜんそう

（黙祷
もくとう

） AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 申命記
しんめいき

    18 章
しょう

 22節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－288番
ばん

「恵
めぐ

みにかがやき」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
いいんかい

） 

お 祈
いの

 り 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

   5 章
しょう

 38－48節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－425番
ばん

「こすずめも、くじらも」（©JASRAC） 

メッセージ「敵
てき

を愛
あい

せよとの神
かみ

の言
ことば

」   牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－520番
ばん

「真実
しんじつ

に清
きよ

く生
い

きたい」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
いいんかい

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 62番
ばん

「天
てん

にいます わたしたちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

愛児
あ い じ

祝福式
しゅくふくしき

（＊）      牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください）   

《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊みんなで出席
しゅっせき

された子
こ

どもたちに神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

をお祈
いの

りします。 

＊＊受付
うけつけ

に献金箱
けんきんばこ

がございます。 

「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」はご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

 

2024 年 11 月 17 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 67 巻第 34 号（通算 3416 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマの人々への手紙 5：5） 



招きの詞 申命記 18 章 22 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

その預言者
よげんしゃ

が主の名によって語っていても、その言葉が起こらず、実現しないなら

ば、それは主が語られた言葉ではない。預言者が傲慢
ごうまん

さのゆえに語ったもので、恐

れることはない。 

 

聖書 マタイによる福音書 5 章 38－48 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 38「あなたがたも聞いているとおり、『目には目を、歯には歯を』（申命記 19：21）

と言われている。39しかし、私は言っておく。悪人に手向かってはならない。誰か

があなたの右の頰
ほお

を打つなら、左の頰をも向けなさい。40あなたを訴えて、下着を

取ろうとする者には、上着をも与えなさい。41 あなたを徴用
ちょうよう

して一ミリオン行け

と命じる者がいれば、一緒に二ミリオン行きなさい。42 求める者には与えなさい。

あなたから借りようとする者に、背を向けてはならない。」 

 43「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』（レビ記 19：18）

と言われている。44しかし、私は言っておく。敵を愛し、迫害する者のために祈り

なさい。45天におられるあなたがたの父の子となるためである。父は、悪人にも善

人にも太陽を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるから

である。46自分を愛してくれる人を愛したところで、あなたがたにどんな報いがあ

ろうか。徴税人でも、同じことをしているではないか。47あなたがたが自分のきょ

うだいにだけ挨拶したところで、どれだけ優れたことをしたことになろうか。異邦

人でも、同じことをしているではないか。48だから、あなたがたは、天の父が完全

であられるように、完全な者となりなさい。」 

 



  

《先週のメッセージより》2024 年 11 月 10 日 

「目を上げて見渡せ」より       水谷憲牧師 

聖書 創世記 13 章 1－18 節 

 私たちは、誰もが与えられた人生の中で別れを経験する。それはしばしば 

私たちに悲しみや絶望などの大きな苦痛をもたらす一方、私たちの人生に一つ

の区切りを付け、新たな出発へと私たちを押し出すものともなる。 

 今回のお話は、アブラム（後のアブラハム）が身内の些細な小競り合いを  

解決するため、甥のロトと別れる場面。アブラハムは、たとえ自分たちが右へ

行こうと左へ行こうと、神は見捨てることなく必ず共にいて下さることを固く

信じていた。その信仰はアブラハムを、キリスト教・ユダヤ教・イスラム教の

いずれにおいても尊敬され「イスラエル民族の父、信仰の父」と呼ばれるまで

に押し上げることとなる。一方ロトは、ヨルダン川流域の低地の町に住み、ソ

ドムとゴモラの滅亡の際に親類や家族との後味の悪い別れはあったものの、 

2 人の娘たちと共に災いから救い出された。しかしロトはその後、自分が眠っ

ていた際、娘たちによって子をもうけたため、生まれた子たちは「忌まわしい

血の者」とされてしまう。しかし神は、その「呪われた血の子孫」すら、決し

て見放されなかった。神が後にそこからルツという女性を起こしたのだ。ルツ

はダビデの曾祖母であり、ダビデが生まれなければ、その系統はイエス・キリ

ストへつながることはなかった。神はアブラハムはもちろん、別の道を歩んで

いったロトやその子孫をも、いつもちゃんと見守り共にいてくださっていたの

だ。 

 私たちキリスト者も、そのような数々の別れを経験し、それぞれの道を歩み、

様々な困難やトラブルに出会う中にあっても、神はいつも私たちと共にいて 

下さるということを信じる者でなければならない。かつてエジプトを脱出した

民を、神が昼は雲の柱・夜は火の柱となって導かれたように、私たちの歩む道

を神はいつも導いて下さる。そう私たちキリスト者は信じていかなければなら

ない。弱くてしょーもないこの私たちだから、いつも信仰深くいれるとは限ら

ないが、神はロトやその子孫とも共にあったように、いつも共にいてくださる。

目を上げて周りを見渡したい。私たちの回りの世界はみな神が与えて下さった

もの。数々の出会いも別れも、喜びも試練もみな、神が私たちのために備えて

下さったものなのだ。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



◎ 先週の報告 11 月 10 日

礼拝出席 大人 6 名  献金 大人 5,000 円 中継視聴者数 8 回 感謝

礼拝後に「10・11 月期の教会を考える会（役員会）」が行われました。

◎次週 2024 年 11 月 24 日（日）降誕前 第 5 主日礼拝

招きの詞 詩編 50 編 1－3a 節

聖 書  マタイによる福音書 25 章 31－46 節

メッセージ 「小さい人はどこにいるか」牛田匡牧師

賛美歌 21－424 番（©JASRAC）、新生 335 番（©バプ連）、21－563 番（©JASRAC） 

11 月は「愛児祝福月間」ですので、子どもが出席された場合、礼拝の中で「愛児

祝福式」を行います。また 11 月に誕生日を迎えられた方々の「誕生者祝福式」も行

います。 

 礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、いこい食堂にお届けする

予定です。どなたでもご参加ください。献品も大歓迎です。 

◎お知らせ

・11 月 15 日（金）朝に　　　　さんが入居先の施設にて召天されました。11 月 5 日
にお誕生日を迎え 　　歳になられたところでした。ご葬儀は「セレモニーホール花

幸」にて一日葬にて、本日 12 時半から行われます。ご遺族や関係者の皆様の上に、

神様からの平安と慰めが豊かにありますように、祈ります。

・本日、15 時から服部墓地にて、大阪教区による合同墓

前礼拝が行われます。

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホーム

ページに掲載います。また中継録画のメッセージ部分を

YouTube でご覧いただくことも可能です。

・本日、15 時～17 時にかけて、日本聖公会・大阪聖愛教

会にて、「引きこもり」というテーマで、「当事者」の

方々からのお話を伺う集会が開催されます。参加費は

無料です。ご関心のある方はどなたでもご参加下さい。

・本日、15 時～17 時にかけて、浪花教会にて大阪教区

性差別問題小委員会主催の講演会「虹色の『ひとつの体』

～さまざまなあなたの性、多様な私の性」が開催され

ます。講師は吉川ヒロさんです。参加費は無料です。�

◎ 次週以降の行事予定

メッセージ 行事 

11/24 牛田匡牧師 （愛児祝福月間）誕生祝福式・おにぎり支援 

12/1 水谷憲牧師 
（第１アドベント礼拝） 

ユーカリスト・教会を考える会

12/8 水谷憲牧師 
（第２アドベント礼拝） 

（第二好意の庭クリスマス会） 

12/15 牛田匡牧師 （第３アドベント礼拝） 


